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職場におけるハラスメントの禁止に関する指針 
 

 

１ 当法人ではあらゆるハラスメント行為を禁止しています 
 

(1) パワーハラスメント 

優越的な関係を背景とした言動であって、業務上の必要かつ相当な範囲を超えたものにより、就業環境を害

することをいう。なお、客観的にみて、業務上必要かつ相当な範囲で行われる適正な業務指示や指導については、

職場におけるパワーハラスメントには該当しない。 

 

(2) セクシュアルハラスメント 

職場における性的な言動に対する他の従業員の対応等により当該従業員の労働条件に関して不利益を与え

ること又は性的な言動により他の従業員の就業環境を害することをいう。また、相手の性的指向又は性自認の状

況にかかわらないほか、異性に対する言動だけでなく、同性に対する言動も該当する。 

 

(3) 妊娠・出産・育児休業・介護休業等に関するハラスメント 

職場において、上司や同僚が、従業員の妊娠・出産及び育児等に関する制度又は措置の利用に関する言動に

より従業員の就業環境を害すること並びに妊娠・出産等に関する言動により従業員の就業環境を害することをい

う。なお、業務分担や安全配慮等の観点から、客観的にみて、業務上の必要性に基づく言動によるものについて

は、妊娠・出産・育児休業等に関するハラスメントには該当しない。 

 

 

２ 相談窓口 
 

職場におけるハラスメントに関する相談（苦情を含む）窓口担当者は次の者です。電話、メールでの相談も受

け付けますので、一人で悩まずにご相談ください。 

また、実際にハラスメントが起こっている場合だけでなく、その可能性がある場合や放置すれば就業環境が悪化

するおそれがある場合、ハラスメントに当たるかどうか微妙な場合も含め、広く相談に対応し事案に対処します。 

 

         ●各事業所所長 

         ●各事業部長 

         ●本部・総務 

 

相談には公平に、相談者だけでなく行為者についても、プライバシーを守って対応しますので安心してご相談く

ださい。 



 

 

３ ハラスメント防止規程 
 

ハラスメントに関する詳細は就業規則と共に備え置かれているハラスメント防止規程を参照して下さい。 

 

 

４ その他 
 

当法人には、妊娠・出産、育児や介護を行う労働者が利用できる様々な制度があります。まずはどのような制

度や措置が利用できるのかを就業規則等により確認しましょう。 

制度や措置を利用する場合には、必要に応じて業務配分の見直しなどを行うことにより、職場にも何らかの影

響を与えることがあります。制度や措置の利用をためらう必要はありませんが、円滑な制度の利用のためにも、

早めに上司や本部・総務に相談してください。また気持ちよく制度を利用するためにも、利用する職員は日頃から

業務に関わる方々とのコミュニケーションを図ることを大切にしましょう。 

所属長は妊娠・出産、育児や介護を行う労働者が安心して制度を利用し、仕事との両立ができるようにするた

め、所属における業務配分の見直し等を行ってください。対応に困ることがあれば、総務に相談してください。 

 

 

 

以上 


